ラジオ①
１

クリスマスイヴ。外の景色はデコレーションされた無数の光が車窓を流れて行った。

「ゴメンね、高級レストランとかでの食事じゃあなくて・・・」

「ううん、いいのよ。ケンと一緒ならどこでも楽しいわ」
「バイトじゃあなく、ちゃんと就職できたら凄いディナーをご馳走するからね」

「嬉しい。でも焦って就職先見つけないでね」

「ありがとう、ミオ。２人で同じ時間を過ごせればそれだけで楽しいものね」

ケンは夜景が綺麗な高台の駐車場に車を停めた。後ろの座席に忍ばせておいたプレゼントに左手を伸ばした。
「はい、プレゼント!」ちょっと照れながら手渡した。

「ありがとう! 開けて見ていい?」

ケンが頷いたのを確認するとミオは包装紙を丁寧に剥がし出した。

「うわあ、素敵。いつかあの店で、いいなあって言ったイヤリングね。憶えていてくれたんだ」
「良かった。気に入ってくれて。ミオに似合うと思って」

「でも高いからあの時、おねだりしなかったのよ」

「大丈夫、クリスマスプレゼントだもの。でもちょっと頑張っちゃったかな」

小さい音でかけていたカーラジオから、今２人が気に入ってるバンドの曲「テレパシー」が流れて来た。

♪2人をつつむ愛の電波～
　　テレパシー・ラヴ　On Line～

ケンはすぐにラジオのボリュームをあげた。
「僕たちにぴったりの歌だよな」
夜景の綺麗な光の海原を見てロマンチックな気分のところに大好きな曲がかかったのでケンはやや興奮して呟いた。

「そうよね、永遠に続くといいなあ」
「ずっと一緒だよ、ミオ」

そしてお互いの顔が近づいて行った。周りにもこの夜景を見に来てるカップルが駐車場にいるが車内の２人はまさに２人だけの世界に包まれていた。好きなBGMを全身で浴びながらお互いの唇から伝わってくる温もりとその愛情に酔いしれていた。

　少し時が経った頃、ミオが可愛いバッグから包装された小さな箱を取り出した。

「これ、私からのプレゼント」

「うわ、ほんと、ありがと。なんだろう、開けていい」「うん」

箱には洒落たチェーン式のネクタイピンが入っていた。

「おー、カッコいい。なんかジェントルマンになったみたいだ」とおどけて見せた。

「気に入ってくれた?」
「勿論だよ。じゃあ内緒にしてたんだけど、このプレゼントを見て喋りたくなっちゃった事があるんだ」

「え?　なになに」

「実はさあ就職ほぼ決まったんだ。内定の段階だけど。ちゃんと決まったら言おうと思ってたんだけど」

「そうなの、良かったわ。おめでとう!　言ってくれればいいのに」

「うん、後で驚かそうと思ってさ。でもつい喋っちゃった」

「どこに決まったの」
「証券会社、小さいところだけど」

「えっ、ちょっと驚いたあ。ケンが証券マンだなんて」

「そうかなあ、でもそうかもな。でも株には興味あるんだ」

「意外な面発見!　でも頑張ってね。あっそうだ、さっきの約束近いうちに実現しそうね。豪華ディナー」

「期待して待っててくれよ」ケンはまたおどけて胸を叩いた。そして続けて言った。

「でも最初は準社員の契約だから、豪華デナーィ・・・かな」

ミオはケンの言うオヤジギャクを嫌いではなかったので、つい吹き出して笑った。

楽しいひと時はどんどん過ぎてゆく。ホワイトクリスマスにはならず、空は満天の星空だった。
２

年が明けてケンは１月半ばに無事就職でき、初出社した。
「お早うございます。こんどこちらでお世話になります山村健です。宜しくお願いいたします」
周りにいた先輩社員のひとたちも「宜しく」と返してくれた。

「とりあえず、山村君には証券取引員の資格を取る勉強をしてもらうことになるが、まあ勉強は家でも出来るから、今日からはお客様へのDMの発送業務などをしてもらおうか」

課長が指示を出した。続けて課長が話した。

「DM業務関連は佐藤さんがしているから右端の机にいるあの女性に仕事の手順を教えてもらってくれ」
「はい、分かりました」ケンはその佐藤さんの所に行って挨拶した。

「山村です。何も分からないので宜しくお願いいたします」

ケンは佐藤さんが綺麗な人なので余計に緊張した。年齢は自分よりもちょっと上かなあなどど勝手に想像していた。

「宜しくね、そんなに難しくはないから大丈夫よ。でももし間違えたら怖いわよー」
と、笑顔で言ってくれた。

「はっ、はいっ。ガンバリます」

「冗談よ、山村さんは行く行くは営業マンでしょうからそれまでは一緒に頑張りましょうね」笑顔がこぼれそうなほどの満面の笑みで話してくれた。

ケンはややホッとした心持だった。今までしてたバイトも責任持ってやってたが、佐藤さんの笑顔が凄い素敵なので、その笑顔を見るためにもより以上にガンバロウと内心思っていた。
　ケンは言われるままに、昼休み佐藤さんたちと一緒に近くの店でランチをとっていた。課長も初日と言う事でか付いてきていた。

「いい店ですね。値段も安いみたいだし」

「今のうちだけだぞ、のんびり出来るのは」と課長。

「そう脅かさなくても」と佐藤さん。
「鉄は熱いうちに打てだからな」

「はい、ガンバリます。それに今日貰ったテキストで勉強も」とケン。

「証券取引員の試験はまだ数ヶ月あるからそんなに慌てなくてもいいぞ」
「そうなんですか。でも専門用語が随分あるようなので早めに取り掛かります」

「山村さん、他の営業マンの人達が言ってたんですけれど、試験前１ヶ月くらいにスパートをかけたほうがいいって。それのほうが憶えてるそうよ」と佐藤さん。
「あっ、そうなんですか。早めにテキストを終わっちゃうと忘れちゃうのか・・・」

「まあ、時間はあるからゆっくりスタートして最後にエンジン全開って事だな」と課長。
「はい、分かりました。会社での業務と勉強とうまくペースを作ってやって行きます」

それぞれのランチがテーブルに届いた。

「ここのスパゲティー美味しいのよ」

「結構、ボリュームがありますねえ」

「このくらい食べとかないと午後の仕事ができんぞ。佐藤さんは分かってるが、DMの量は半端じゃあないからな」「はい」

「君に、できたその郵送物を郵便局まで持って行ってもらうからな。かなりの重労働だが」

「女性の私にも出来ることだから大丈夫よ」
佐藤さんは優しくフォローしてくれる。ケンは取調べを受けてる犯人よろしく、脅し役の課長となだめ役の佐藤さんに囲まれてるような錯覚を覚えた。初日なのでいろいろ教え込もうとしてるのが分かった。そして厳しい経済情勢の中での証券マンの大変さを少しでも感じさせようと課長は考えての事なのかもしれないなと、想像していた。
「まだ初めてなので右も左も分かりませんが、就職させて頂いたこの会社のためにも自分なりに頑張りますのでご指導してください」
「ほう、なかなか感心な心意気だな。まあだいたい最初は殊勝なことを言うからな」

「またまた、課長は口が悪いから。山村さんあまり気にしないようにね」

「は、はあ・・・」
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